青明舎　　フェイスシート

平成20年　2月11日　担当：原　佳伸　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　　　　大久保　康弘　様　　　男・女　　　　昭和　31　年　5月　5日生（5１歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市大字田面木字赤坂35-35　　　　　　　電話　0178（27）6638　　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　なし　　

	
	発症時期
	　S56年　（25歳時）
	罹 患 期 間
	約26年

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	　約　1年10ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　週1回　）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5,000円
	　精神（　2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級　　（月額　約９万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイケア

	住まいの場
	　グループホームあおめ

	登録年月日
	H19年6月18日
	身長
	173.5cm
	体重
	68.6kg

	最終学歴
	東海大学理学部物理学科　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　昭和54年4月～昭和56年5月　システム日本株式会社（コンピュータープログラマー）

昭和56年5月～　　　　　　　大久保薬局（家事手伝い）
	

	保　護　者
	氏名　大久保　博光　様　　　　　　　続柄　　　長兄　　　（同居　・否）

	利用目的

・健康を維持し、デイケアの通所を維持していく。

	入院・治療歴　初診日（昭和56年6月）

昭和56年 6月～平成13年11月　　　　通院　　　八戸赤十字病院

平成13年11月～平成14年10月　　　　入院　　　　　〃

平成14年10月～平成15年 4月　　　　通院　　　　　〃

平成15年 4月～平成15年10月　　　　入院　　　　　〃

平成15年10月～平成16年 1月　　　　通院　　　　　〃

平成16年 1月～平成16年 4月　　　　入院　　　　　〃

平成16年4月～平成19年11月23日　　通院　　　青南病院

平成19年11月23日～平生20年2月　　入院中　　　　　〃

	生活歴

5人の兄弟の第4子として出生。大学卒業後はコンヒュータープログラマーとして勤務するが、ストレスが原因で幻聴が出現し、2年程で退職する。その後は実家に戻り、昭和56年6月頃より八戸赤十字病院に通院しなが実家の薬局を手伝っていたが、「調子が良くなった」と自己判断にて服薬中断し、症状が再燃。他人に物をあげるここに快感を覚えるようになり、飲食店へ度々出掛けては借金をしてまでも遊んで歩き、借金が膨れ上がる（最大で1500万円）。その後長兄が肩代わりし、最終的には、自己破産させた（当時本人46歳）。その事について本人は、幻聴のせいで金を重ねたという説明をしている。その後家族の協力もあり、平成13年11月同病院初回入院となる。1年程で退院となるが、調子が良くなると、自己判断で薬を服用しなくなり、平成15年4月に同じく怠薬が原因で再燃（夜間不眠・幻聴・妄想・食事を摂れなくなる）、八戸赤十字病院へ2回目の入院となる。入院中は服薬の必要性を認め、安定した生活となった。H15年10月、アパートでの単身生活と就労を目標として青山荘へ入所するが、再び調子が良くなったと自己判断で怠薬。「火星人が襲ってくる」等の妄想発言や、ベランダで拝むなど奇異行動がみられるようになり、H16年1月、同病院へ2度目の入院となる。入院中は、幻聴も消失し、落ち着いて生活できていたとのこと、その後、平成16年3月服薬管理、対人関係・金銭関係等の訓練を目的として青山荘への入所を申し込み、H16年4月19日入所となる。入所中は主に服薬管理・対人関係・金銭管理の訓練を実施。入所時は自己評価の高さや病状の不安定さが見られていたが、集団プログラムの参加や定期的な面談・振り返りを実施することで徐々に自己の生活課題について認識できるようになった。入所時は単身生活を希望していたが、金銭管理・服薬管理において継続した支援が求められることから、見守り可能な住居での生活が妥当と判断。退所後の平成19年6月18日グループホーム「あおめ」入所している。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　実家は長兄夫婦で家業の薬局を経営し、長男が手伝っている。施設入所に関しては協力的である。以前本人が兄の手伝いをしているときに飲食などで借金を作ってしまい、その肩代わりをしたこともあって現在の交流はＧＨの入居費の支払いと本人の金銭管理のみ。他の兄弟と交流は一切無い。


平成　19年2月11日　（月）

	氏　名
	大久保　康弘　様
	男・女
	生年月日
	　昭和31年　　5月　　5日　（51歳）


	長期目標（中期・短期）

	・焦らず少しずつ自分のできる事を増やしていく。


　　　　　　

	これまでの経過　　前回評価日

	・平成16年4月19日～平成19年4月18日の3年間青山荘を利用して、青風荘を一時的に利用し、H19年6月18日よりＧＨあおめに入居している。

・月曜～金曜までデイケアを利用している。毎週土曜は外来受診である。土・日曜は部屋の掃除

・ＧＨでの生活は金銭管理についてストレスを抱えていると本人は話す。一ヶ月6.6万円で暮すのは始めてだということで本人はやっていけるのだろうかと言うが、本人はお小遣いノートを記入し何とかなりそうだと言う。

・食事は朝、夜は自炊を行い近くのスーパーで惣菜などを購入している。昼はデイケアで食べている。

・6.6万円→外来5,000円・GH入居費18,400円・GH共益費5,000円・たばこ6,000円・食費24,000円・残り約7,600円

・11/23、10時、デイケアよりGH入居者の方から大久保さんの部屋周辺に血痕があると情報あり、青明舎職員、下館SGMとGHへ訪問し、10時5分、呼び鈴を鳴らしても反応無く、GHの外から本人の自室に行くと窓が開いており安否確認、声掛けし自室の鍵と玄関の鍵を開けるよう伝えています。話しを聞くと「ベッドの下に魔物がいる。お清めの為ベッド下に塩をまいた。夢で殺される夢を見た」と興奮気味に話しています。左足をカッターで切るなど自傷行為あり。2～3日前より不眠・体調不良あり服薬に関しても11/20（火）から服用していない状況です。11時50分青南病院外来受診。主治医（安ヶ平Dr）指示にてリントン（５）１A筋肉注射実施。入院の必要性説明し本人了承され12時、東Aユニットへ任意入院となる。診察中は「お腹の中から子供の声が聞こえる、2人いる」等妄想様の発言あるが比較的落ち着いている。
· 2/1（金）西病棟で面談

本人の病状も落ち着いてきた事から退院の話がある。本人より退院後はGHに戻りたいと話がある。

· 2/4（月）GH訪問

本人、病院PSW、青明舎職員でGH（自室）訪問。数ヶ月ぶりに外出したという事もあり、「早くGHに戻りたい」と少し焦っている様子が感じられた。

・2/9（土）主治医面談

12時頃、主治医と面談を行う。退院の日時は未定だが早くて16日の予定。今後はGH入居し訪問看護も利用したいとの事。食事を作るのが大変だという事もあり、デイケアではなくデイナイトケア通所する予定である。


	支援
	介入方法
	支援期間

	①GHでの生活に慣れる

	・慣れるまでは本人の身の回りの事を中心に生活する。

・食事は朝食のみ自炊。

・デイナイトケア通所し日中の活動と食事（昼・夕）を確保。

・服薬確認を行い、病状の安定を図る。

・金銭管理を行い、貯金する。

・小遣い帳を世話人や青明舎訪問の際に確認を行い、使いすぎの際にはアドバイスを行う。

・２週間に一度、兄から生活費を分割でもらう。一度ではなく、数回に分けることで本人の浪費傾向を防ぐ。その際兄にも本人の様子を見てもらう。

・調子が悪いときはすぐに相談できる体制をつくる。
	　　1ヶ月
　　


プラン計画者　氏名：原　佳伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
父（H15死去）





本人





母（H17死去）





博光氏（保護者）





千賀子氏





健訓氏








